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研 究 発 表 会

研究発表会聴講の感想

丸石自転車株式会社　坂村　上

今回、初めて技術研究所の研究発表会を聴講
させていただきました。
幸い、今年の２月に技術研究所へ訪問させてい
ただく機会があり事前に研究施設などを拝見さ
せてもらうかたちとなり大変興味深く聴講させ
ていただきました。
僭越ながら、以下に発表内容と私の所感を述べ
させていただきます。
発表内容は以下の通りでした。

＜福祉機器セション＞

1. 技術研究所の車いす等福祉機器の研究状況
と設備紹介

2.ＩＳＯ規格に基づいた車いすの疲労耐久試験
3. シート水平機構を持つ介助型車いすの開発

＜自転車セッション＞

4. 自転車関連情報バンクの構築
5. 技術研究所の自転車の研究状況と設備紹介
6. 内外フレームパイプの特性と評価
7. クランク・アセンブリ、フレーム、前ホー
クの強度試験（ＩＳＯ規格）

8. 高齢者用自転車の試作

以上８項目のテーマについて各研究グループの
代表者より発表がありました。

＜福祉機器セション＞

日本における技術研究所の福祉機器への取り
組みの経緯から研究機関としての具体的なデー
タ収集、規格制定、各種試験、研究開発等、多
岐にわたる研究所の役割を理解する事ができま
した。
ＩＳＯ規格に規定された車いすの落下試験及び
駐車ブレーキ耐久試験の基礎的なデータの報告
を聞いて、落下試験については、落下時の応力
値のダミー重量と落下高さとの関係やフレーム
のどの部分の応力値が大きくなるかなど試験デ
ータについて説明されました。また駐車ブレー
キ耐久試験については試料となる４種のブレー
キのうち、試験をクリアしたのはそのうち１種

とのことでしたが試料となるブレーキのタイプ
や選定、結果に対しての考察等についてもっと
詳しく説明があると良いのではと感じました。
シート水平機構を持つ介助型車いすの開発で
は、「斜面上で安全な車いす」というコンセプ
トで振り子タイプ、リンクタイプふたつのタイ
プの車いすを開発紹介されていましたが、シー
ト水平機構はもとより補助キャスター、シート
ブレーキ機構、緊急ブレーキ機構、折りたたみ
方法など随所に興味深い機構を配し、ぜひ、よ
り実用化に即した次へとステップアップさせて
いただきたいと強い関心をもって聴講させても
らいました。

＜自転車セッション＞

引き続き自転車セッションでは自転車関連情
報バンクの構築について今まで推進してきた
「ＪＢＴＣネット」がパソコン通信版よりイン
ターネット版に移行する旨と検索方法や蓄積情
報を映像を交え説明が有り私共もぜひ有効利用
させていただき、時流であるネットワーク情報
整備を今後とも期待いたします。
内外パイプの特性と評価については、国内産

のパイプの供給の実状と各種パイプの特性の違
いや加工の相性などの難しさを認識しました。
また、ＩＳＯからの規格案に提案されているマ
ウンテンバイクの関連の試験報告では、フレー
ムの疲れ試験の状況を映像で紹介されていたが
試験結果同様に相当過酷な試験内容でフレーム
がたわむ場面は印象的で規格の整合性の難しさ
を感じました。
高齢者用自転車の試作は、高齢者を対象とした
倒れない、倒れにくい自転車の提案のもと５種
類のさまざまな機構を持った自転車の紹介と映
像での試乗の模様、説明がありました。対象が
高齢者ということもありコーナリングや運動性
能のむずかしさが感じ取れましたが、ぜひ車い
すの開発同様、より実用的な方向へ研究を進め
ていただくことを期待いたします。
最後に、短い時間内での発表会で御苦労があ

られたと感じられましたが今後も有意義な研究
を進められて行くことを期待いたしております。


